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農業環境技術研究所を取り巻く環境変化と

研究所自身のリスクマネジメント

監事 松 井 武 久

平成１８年を迎えまし

た。今年は農環研にとっ

て、法人一期の最終年で

あり、二期５年のスター

トの年と大変重要な節目

の年です。これまでは、

関係者全員が目標達成を

目指し努力を傾注しその

結果ほぼ計画通りに推移

しているとの評価を得ています。２１世紀は国

際化･高度情報化・循環型社会等々の時代と標

榜されているように、産業構造革新、環境保全、

技術革新、行財政改革等、国や法人を取り巻く

環境は複雑化し、かつ今までに経験したことの

ないスピードで変化しています。

このように環境が激しく変化する時代の中

で、生き残りと発展を図るためには、従来型の

発想から脱皮し、組織全般にわたって発生する

リスクを鋭敏に感受し、そのリスクを正確に分

析･評価し、変化を先取りしたリスクへの的確

な対応を図ることが不可欠となっています。バ

ブル崩壊後、その環境変化に適切な対応が出来

ないところは、官民を問わず窮地に追い込まれ、

最悪のケースでは社会から離脱を余儀なくされ

ているのが実態です。そのような背景から近年、

民間企業および特殊法人（以下法人）において

リスクマネジメントの重要性が叫ばれておりま

す。

リスクマネジメントとは、法人の価値を維持

・増大していくために、法人が経営を行ってい

く上で、事業に関連する内外の様々なリスクを

適切に管理する活動です。リスクは、一昔前ま

では、災害の発生や金融面等における不確実な

事項を対象にしていましたが、現在では、法人

を取り巻く環境変化は全てリスクと捉え、その

不確実性を管理することが即ちリスクマネジメ

ントであり、広範なリスクを管理するための活

動として理解されるようになっています。

それでは、農環研においてリスクマネジメン

トを考えてみましょう。身近な変化（内部的）

では、研究成果の具現化、更なる効率化、運営

交付金の削減、非公務員化等々です。他方、農

業を取り巻く環境変化（外部的）では、環境重

視社会（地球温暖化防止、自然景観・生態保全

等）、食の安全と安心、農業と自由貿易、自給

率維持・向上等々です。これらは、好むと好ま

ざるとに関わらず大きく変化しております。そ

の変化をリスクとして捉え、適正に評価し、そ

の対応を今年から始まる二期5年の研究計画に

織り込み、着実に推し進めることが大変重要で

す。その善し悪しが農環研の存亡を左右すると

いっても過言ではありません。

その際、重要なことは次の二つです。一つめ

は、環境変化をピンチだとネガティブに考える

のではなく、チャンスだとポジティブに捉え、

攻めのリスクマネジメントを行うことです。競

争の世界では守りだけではいつかは負けてしま

います。諺にもあるように攻めこそが最大の防

御です。二つめは目標管理です。経営計画（方

針・目標）と個人目標を関連付けることが必要

です。即ち各個人が高い目標を掲げ、それにチ

ャレンジし、目標を達成すると共に、組織の目

標も達成され業績に貢献できることで満足（働

き甲斐）感を得ることが本来の目標管理であり、

その仕組みの構築が重要です。

農環研を取り巻く環境変化（リスク）は前記

のように内的・外的合わせ数多くあります。そ

こで、「非公務員化は自由度が増す」、「環境重

視社会は追い風である」とポジティブに捉え、

組織および個人としてそれぞれが将来に大きな

夢と希望を抱き、具体的なチャレンジ目標を掲

げ、多くの直面するリスクや困難に立ち向かい

その目標達成を通じ、我々農環研のミッション

である農業への貢献、日本社会及び国際社会へ

の貢献が出来ることを確信しています。

末尾になりましたが、農環研をご支援下さる

多くの関係者の方々には、これまで同様のご支

援・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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